
 

 

 

 

 

 

 

 

 

よ ー し ！ や る ぞ ！ を 今 の う ち に  

校  長  佐 野  匡   

  

平成 2 8 年 が 終わ ろ う とし て い ます 。2 学 期に は 、た く

さ んの 学 校 行事 が あ りま し た 。日 常 の 学習 の 成 果を 発 揮

し よう と 子 供た ち は がん ば り まし た 。 そし て 、 多く の 保

護 者の 方 や 地域 の 方 にそ の 姿 を見 に 来 てい た だ きま し た。

力 を発 揮 し てい る と ころ を 見 てい た だ くこ と が 、子 供 に

も 教職 員 に も励 み に なり ま し た。 ま た 、夏 ま つ りや わ く

わ くス テ ー ジ、 地 域 で行 わ れ てい る 多 くの 行 事 に参 加 す

る たび に、「 豊 二小 は 地域 に 支 えら れ て いる 学 校 だ 。」と

い うこ と を 実感 し ま し た 。  

 

 私 は 子 供 の時 か ら なぜ か 物 事が 終 わ った 後 に 一番 意 欲

が 高く な り ます 。 テ スト が 終 わる と 「 次は も っ と早 く か

ら はじ め る ぞ。」と 思 って み た り 、リ レ ー で負 け る と「 よ

し 、明 日 か ら練 習 し てや る。」 と 思っ て みた り 。 そし て、

そ の瞬 間 は 次の テ ス トで は よ い点 が と れた り 、 リレ ー に

勝 った り す る姿 を 勝 手に 想 像 して わ く わく す る ので す 。  

 こ の 冬 休 み は 、 子 供 た ち に と っ て 、 普 段 と は 違 っ た

こ の年 末 だ から こ そ 、一 年 を 振り 返 り 、新 し い 年の 自 分

の 姿を 思 い 描け る よ い機 会 だ と思 い ま す。「 新 し い年 の 目

標 は新 し い 年に な っ てか ら」で は なく 、「 一年 を 振 り返 り、

意 欲の 高 い 今年 の う ちに 」た て て み て は いか が で しょ う。 

と もす る と 「あ た り まえ 」 と 見逃 し て しま う よ うな 子 供

の がん ば り を お う ち の方 が 価 値付 け 、 すて き な 来年 の 子

供 の姿 を ご 家族 の み なさ ん で 一緒 に 想 像す る 時 間を つ く

っ てく だ さ い。  

  

本 年の 本 校 の教 育 活 動に 対 す るご 理 解 、ご 協 力 に心 よ り

感 謝申 し 上 げま す 。 どう ぞ 健 康に 十 分 留意 さ れ 、よ い 年

を お迎 え く ださ い 。  

平成 28 年 12 月 22 日（木） 

練馬区立豊玉第二小学校 

校  長  佐 野 匡 

＜ 教 育 目 標 ＞  

○思いやりのある子ども 

○進んでやりぬく子ども 

○ じ ょ う ぶ な 子 ど も  

○ よ く 考 え る 子 ど も  

１ 月 １ ４ 日（ 土 ）は 道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座 と「 こ こ ろ の チ ャ レ ン ジ プ ロ ジ ェ ク ト 」

を 行 い ま す 。１ 校 時 は 各 学 級 で 道 徳 の 授 業 を 行 い ま す 。そ の 後 、シ ド ニ ー オ リ ン ピ

ッ ク マ ラ ソ ン 日 本 代 表 の 市 橋  有 里 さ ん を お 迎 え し て 、ト ー ク シ ョ ー や 子 供 か ら の

質 問 に 答 え て い た だ き ま す 。ま た 、１ １ 時 ３ ０ 分 か ら は 参 観 い た だ い た 大 人 の 方 と

の 懇 談 が あ り ま す 。 ぜ ひ 、 ご 参 加 い た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

音 楽 発 表 会 に 勢 い を 付 け た

6 年 生 の ぶ ち あ わ せ 太 鼓  

み ん な の 持 ち 味 を 発 揮 す る

わ く わ く ス テ ー ジ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

【冬季休業中の予定】 
12月23日(金) 天皇誕生日
12月24日(土)

12月25日(日)

12月26日(月) 冬季休業日始
12月27日(火)

12月28日(水)

12月29日(木)

12月30日(金)

12月31日(土)

  1月  1日(日)

  1月  2日(月)

  1月  3日(火)

  1月  4日(水)

  1月  5日(木)

  1月  6日(金)

  1月  7日(土) 冬季休業日終
  1月  8日(日)

  1月  9日(月) 成人の日

  1月 10日(火)
始業式　　午前授業　　給食始　　水曜時程
委員会活動

１２月２９日から１月３日までは、

機械警備となり、学校には入れません。

 
 

 

１月７日 冬季休業日終（１０日から登校）・１３日 校内書きぞめ展始（～２０日）・１３日 ＮＨＫ放送体験（５年）               

２１日 連合図工展始（～２６日）・２５日 連合図工展見学（４・コ）・ 

 

保護者・学校評議員・地域の皆様の学校評価アンケートのご協力ありがとうございました。おかげさまでたくさんのご

意見を伺うことができました。今後、皆様からいただきましたご意見等をもとにして、次年度の教育活動に生かしてまい

ります。 

なお、学校評価アンケートの結果および詳細につきましてはあらためてお知らせいたします。 

◆学校評価アンケートについて  

 1 月 1５日（日）、午前 10 時から 12 時まで実施します。お

餅つきや豚汁などが振る舞われるほか、おやじの会が正月遊

びや飲み物を提供する催しや学校応援団による楽しいゲーム

に参加できます。 

 児童については、地区班ごとの集団登校（10 時出発）とな

ります。 

 持ち物は、水筒、お餅を入れる器、 

お椀、箸です。また、雨天時には校 

舎内で実施するため、上履きが必要 

です。たくさんの方々の参加をお待 

ちしています。 

◆第一地区祭＆学校応援団まつりの開催について 

 

 12 月 26 日（月）から 1月 7日（土）まで冬季休業日と前後の土日祝で、1８日間の休みとなりま 

す。児童と保護者の皆様には「冬休みの生活について」のプリントを配布しました。お子さんの安 

全と命を守るためにも、お子さんと一緒に、冬休みの生活の仕方や外に遊びに行くときの約束など、 

ぜひ話し合ってください。特に気を付けていただきたいことは以下のとおりです。 

 

○自転車の乗り方：区内でも自転車での事故が増えています。一時不停止、飛び出し、出会い頭の 

衝突などが主な原因です。また、安心感からか家の近くでの事故が多いことも 

挙げられます。お子さんにはヘルメットの着用を促すことや安全な乗り方につ 

いて話し合うなどしていただけたらと思います。 

○お金の管理  ：お正月は、お年玉などお子さんがお金をもらう機会が多くなります。「子供が 

もらったもの」だからと子供の自由に使わせるのではなく、お金の管理の仕方 

や使い方などもぜひ話し合ってみてください。必要以上のお金を持ち歩くこと 

で思わぬ事に巻き込まれることもあります。注意してください。 

安全で安心な冬休みを過ごし、１月１０日（火）に全児童の皆さんと元気よく会えることを楽し 

みにしております。 

◆冬休みの生活について 生活指導担当主幹教諭 髙石 直貴 

○１２月「学校をきれいにしよう」  

  12 月 2 日（金）に「クリーン運動」を実施いたしま

した。今年度も昨年度に引き続き、校舎内の清掃を重

点的に行いました。日頃使っている場所を友達と協力

しながら清掃活動に取り組みました。今年もあとわず

かです。ご家庭での清掃を子供たちも家族の一員とし

て分担させて責任が果たせるようにするのもよい経験

となると思います。大掃除の時期でもありますので、

ぜひ実践してください。 

○１月「気持ちのよいあいさつをしよう」 

 冬休みには、親戚の方などいろいろな方とお会いす

る機会が増えます。その際には、気持ちのよいあいさ

つができるようにするとともに、相手や場所を考えて、

あいさつができるようにしましょう。特にすすんであ

いさつができるようにしたいです。ご家庭でのご協力

をお願いいたします。 

◆生活目標 

 1 月 14 日（土）午後に小中一貫の取組として、今年

度は、「あいさつ」について、豊二小・豊東小・豊二中

の児童会生徒会交流を行います。 

 各校の取り組みを代表の児童生徒が集まって話し合

いをします。子供たち自身が話し合うことで、自分たち

でよりよい学校をつくろうとする意識を高めます。 

 

◆小中一貫の取組について 


